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高過。高圧用フローリアクター

不均一触媒及びホモジエア反応装置
ラボ機からパイロット・製造まで
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FixedBed/Plug Flow/Trickle Flowリ アクター
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温度変化による液/液反応の進行度合
均質水素化反応時の温度別/滞留時間による生成物濃度の変化
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要望に合わせた

フランジ付きパイプの形をした管状リアクターがFiowCATで 使用されています。
標準的な回径を持つ管・コネクターを利用できます。

フローリアクターの最も一般的なアプリケーションは典型的に、不均一な触媒にあり、

気液混合物を団体触媒にかける触媒反応ベッド、高温高圧下での使用で曳

リアクターの直径6、 12、 18、 24rnrnの 間で 4rnlから 60mlまでの容積を変える
ことができます。

｀

不均一水素化反応における圧力条件を変えたときの反応時間と

反応物濃度の変化 (圧力条件を変更)
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試薬を不活性充填材に通すことで混合されま坑

反応器温度までの予熱は、反応器の上部を加熱することによって達成され、

不活性充填材にも加熱できま曳

試料容器と反応管を温めることで、高粘度の液体や回形物を効率よく移送しま曳

試薬の準備



柔軟なオプション

気/液分
カスタム設計された」ヽ型の「サイク回ン」は、気相と液相を効率的に分離しま坑

反応のニーズに応じて、ヒートトレースしたり冷却することができます。

必要に応じて不活性ガスに交換したり、気体の流量を記録することもできま曳

気/液投入
適切な供給容器を使用し、適切なポンプタイプと組み合わせ、時には反応管の

ヒートトレースを行うことで、揮発性の高い液体から室温で回形の波体まЦ

様々な液体を使用することができま曳 複数の試料を投入することができま曳

揮発性の高い液体 (例えば、エテレンや二酸化炭素)や気体は、特殊なマスフ回―

コントローラを使用して、供給前のガス混合を含めて投与することができま帆

サンプリングと分析を一度に
選択した気体または混合した気体の手動または自動サンプリングしたものは、

直接 ガスクロマトに導入することができます (必要に応じてヒートトレーシングを

使用)。

カスク回マトグラフィーの実行をトリガするコンタクトク回―ジャーは、HEL
WiniSOソ フトウェアで設定することもできます。リアルタイムの製品分析は、

特別なF千IR(および他の)プローブで分析できま抗

スペクトルファイルにはタイムスタンプを付け、プロセス情報を追力回することも

できます。これらのファイルは、プ回セス情報と同時に、別の (グラフィカルな)

ウィンドウでリアルタイムに表示することもできます[下記参照]。

CC Trace‐ FlowCAT
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FiowCATは、最大200baR 550°Cまで動作可能な、
フロー化学プロセスの開発のためのコンピュータによる

制御をプラットフォームとしていま仇 気付 液体の供給を

受け、反応物を供給しま曳

柔軟な設計により、同一ユニット内で均質・不均質化学

反応のスクリーエン久 最適化、スケールアップが可能で、

流量や供給圧等の気液供給の組み合わせを組み込むことが

できます。

FiowCATは 、液体試料および過宋」なガスの両方をリサイクルするために、追加のコンポーネントを
選′3ヾことができます。

プロセス開発のために必要であれば、さらなる処理 (夕」えば、乾燥・圧縮)を含むことができま仇

リサイクル

WWWttheigroupttcom



Flow CAT Compact
FiowCATの最も人気のあるパージョンは、簡単にドラフトチャンバーにセットでき、すべての基本的な機能を提供します。

l  ステンレス鋼やノヽステロイの管状反応器、その他の材質も選べます。

6、 12、 18および24rnrnの 直径の長さ～1 5crn(4rnlから60rnl)、

複数の加熱ゾーンを備えた長いリアクターをつけることも可能で坑

l唇汗ダ野雪け各遣蕊暑整ほ舗丁
上げることが覗

l嘗艦盛ど腎ン 昂至璽罫ヱ鼻兵総 摺鑑罵そこ万窒資2言あ理解
反応榊よ互換性をゆ

l経謎繁ン 鑑淵艶獄 亀塾皆
されま曳フ回―反応の合計劉よ列ケーカンに合わせて

1  触媒音円分に到達する前に、予熟および事前混合が反応器の上部に口己置することができます。

1  雇境副茎塁託暑冴iン縄景霧な蛋せ房計
G/Lセパレータの特別な」ヽ型設計と、堅牢で小型でシンプルな

Flow CATカスタマイズ
カスタムプ回セスフ回―シートでは、必要とされる余分な装置のために特別なプラットフォームが

必要になることがあります。

これには追加の供給準備、リサイクルを含むより複雑な製品処理、場合によっては乾燥または

圧縮後の処理が含まれま曳

複数のリアクター
各リアクターを独立して制御し、直列および/または並列に運転するマルチリアクターバージョンも

製作可能で曳

高度な解析
GC、 HPLC、 分光スペクトル (FT― IRなど)からの分析データとプロセスデータの融合が可能ミ ユーザーの時間を節約するだけでなく、

分析結果に基づいたフィードバック制御をリアルタイムで行うことも可能で曳

Flow CATの代表的なユーザーです

● アルノヾ―マール
● ペト回チャイナ
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